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出題の意図 

（評価のポイント） 

※一部記載されていない問題もございます。 

 

【総合問題】 
＜出題の意図・ねらい＞ 
第 1 問（化学） 
化学・物理基礎に関する初歩的な基礎知識や簡単な計算能力、単位換算を

問う内容である。 
問 1 
水の化学結合について述べた文章の空欄にあてはまる用語を記入する問

題である。 
問 2 
ある気体が純水に溶け、圧力が変化したときの質量と体積から物理量を

計算する問題である。ボイルの法則とヘンリーの法則が理解できている

かを問う内容である。 
問 3 
ある容器内に質量のみが分かっている 3 種の気体が存在するときの物理

量、分圧から全圧、密度を計算する問題である。モル数の計算、ボイル・

シャルルの法則などの基礎知識、および SI 単位に準じた簡単な単位換算

が理解できているか問うた。 
 

第 2C 問（化学）  
硫黄および硫黄化合物に関する総合的かつ基礎的な知識を問う内容であ

る。 
問 1 
硫黄の電池配置や同素体に関する基礎的な知識を問う問題である。 
問 2 
硫化水素と二酸化硫黄の酸化還元反応に関する問題である。 
問 3 
硫化水素水溶液を用いた金属イオンの系統分析に関する問題である。 
問 4 
硫酸の製造法に関して、硫黄を出発原料として硫酸を製造する化学反応

およびその化学反応に基づいた硫酸の製造量を計算する問題である。 
 

＜答案の特徴と傾向＞ 
第 1 問（化学） 
水の化学結合に関する用語については、正答率は非常に高かった。しか

し、質量と体積から物理量を計算する問題は、ボイルの法則とヘンリーの



法則が理解できていれば容易に計算できる問題であったが正答率は皆無

であった。3 種の気体が混在する状況下での物理量の計算は、比較的正答

率が高かったが、それ以降の全圧の計算、分圧の法則名、密度の計算の正

答率は、低調であった。 
 

第 2C 問（化学）  
硫黄や硫黄化合物に関する基礎的知識およびその化学反応に関する知識

は全般的に高く正答率は高かった。また、金属の系統分析に関する理解度

も高く正答率は高かった。一方、硫酸の製造方法である接触法の化学反応

に関しては、問題文の記述内容を量論的に定式化する力に大きな差が見

られ、正答率の差として現れていた。 
 
 
【面接】 
＜面接内容＞ 
本学入学後のキャリアプラン、将来の進路、高校で理科を履修して一番印

象に残った学習項目に関する説明、などについての質問を行い、それぞれ

に対する受け答えから意欲、コミュニケーション能力、学力、理解力につ

いて評価を行った。  
  

＜受験生の特徴と傾向＞ 
質問されたことに対して、全体的には丁寧な受け答えがなされていた。し

かしながら、質問の主旨を誤解して答える受験生や説明内容から一歩踏

み込んで更に質問をすると答えることができない受験生も目立った。 

 


